
「それぞれの上高地」報告書 

報 告 者  武 田 幹 男 

1、期 日 平成 29 年 8 月 18 日～20 日  2 泊 3 日 

2、参加者 木村喜代志・長岡伸恭・田中洋子・佐藤映子・安井康夫・田邊信行 

     武田幹男・川口恵子（映子女史友人） 

  3、宿泊所、日本山岳会山岳研究所 長野県松本市安曇上高地 0263-95-2533 

  4、交通手段 

    ・安井康夫会友   東京より自家用車にて上高地に直行 

    ・佐藤、川口両女史 前日より夜行バスにて現地山研直行 

    ・長岡 車  山形→村山→寒河江→鶴岡⇒聖籠新発田（長岡/田中/武田/木村） 

    ・ 田邊 車 新発田⇒松本→新島々→（タクシー）上高地（田邊/木村/田中/長岡/武田） 

  5、会計内訳 

  氏  名 宿泊費 食 費 駐車料 交通諸経費車借上代 合   計 

安 井 康 夫   ☆ 2,000  ☆ ☆  

木 村  喜代志 7,200 2,000 360 8,718 \18,278 

田 邊 信 行 7,200 2,000 360 7,142 \16,702 

長 岡 伸 恭 7,200 2,000 360 10,149 \19,709 

田 中 洋 子 7,200 2,000 360 10,149 \19,709 

佐 藤 映 子 7,200 2,000  ☆ ☆  

武 田 幹 男 7,200 2,000 360 9,769 \19,329 

川 口 恵 子  9,200 2,000  ☆ ☆  

     ・ 宿泊費（1 泊）会員平日￥3,000 （土・日は￥1,000 増）会員外￥1,000 増 ゴミ代 1 日\100 

・駐車場～上高地 バス代 1 人\1,200. タクシー（5 人乗）\4,200（参考資料） 

   6、行動内容  

    18 日 

・相乗り GP 山形→寒河江→鶴岡⇒聖籠新発田⇒松本→駐車場 TX→上高地～山研 

・ 佐藤 GP ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ～河童橋～梓川左岸～明神～明神橋～梓川右岸～大正池～山研 

19 日  

      ・木村/安井/武田 GP  西穂高の丸山目標 

 山研 S 06:20～登山口ｹﾞｰﾄ S 06:50（登山届）～水場宝水 S 08:45 ～西穂高  

山荘 A 10:55/S10:55～丸山Ａ11:12/S11:20～山荘 A11:40  （昼食）/S12:05

～水場宝水 A13:00～登山口 A14:30 

      ・佐藤/川口 GP 

       山研～岳沢登山口～風穴～岳沢ヒュッテ～山研（往復 4:30） 

          ・田邊/長岡/田中 GP   上高地帝国ホテルで珈琲を飲む 

       山研～河童橋～帝国ﾎﾃﾙ～田代橋~温泉ﾎﾃﾙ~河童橋～明神～ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ～山研 

        ・上高地帝国ホテルにて 軽食事・上高地温泉ホテルにて 山岳画 10 人展鑑賞                                                                                                                                                                                                                                                   

     20 日 

     ・佐藤/川口 GP 山研 S06:30～ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ→乗鞍観光ｾﾝﾀｰ→畳平→乗鞍肩の小屋 



 

     ・安井会友  山研 S08:30～自家用車にて東京へ 

     ・木村他会員他 山研 S08:30～松本城経由、聖籠新発田 田邊氏分かれる。 

鶴岡 木村宅 A17:50 寒河江 武田宅 A19:30 村山 田中宅経由長岡 A21:20 

          21 日 佐藤/川口 GP 乗鞍肩の小屋～剣ｶﾞ峰（1:20）乗鞍肩の小屋～雲平 

             （1:00）～乗鞍観光ｾﾝﾀｰ⇒松本⇒新宿⇒東京⇒山形/鶴岡 

                                  以   上 

                 蛇  足 

  この度は、山研の安井康夫氏の食糧買い出し、搬入等大変お世話になり感謝申し上げま 

す。幸い天候に恵まれ大方の方々は予定した行動が出来たのではないかと思っております。 

 車の移動に就いても、新発田の田邊信行氏の 8 人乗りのゆったりしたスペースの車で快適 

に上高地入りが出来、山研脇では「ｸﾙﾏﾊﾞﾂｸﾊﾞﾈｿｳ」が我々を暖かく出迎えてくれました。 

 食事に就いても女性陣に交り木村、安井両氏加わりスピーディな包丁裁きに美味な会食 

が出来大いに満足した次第です。喰って寝てばかりいたは CL ばかりと反省しております。 

 行きそびれた場所や、やり残した事、今回参加なかった会員の為にも恒例行事にしたら 

との声もありました。地元の山も素晴らしいですが、年一回、アルプスの空気や雰囲気を 

是非味わってみたら・・・年齢には関係ありませんから。     記 長岡伸恭 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    


